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 ２学期もあっという間に残りわずかになりました。風邪をひきやすい時期でもあります。感染症に気を

付けて毎日元気に過ごしましょう！ 

今回は、群馬県立聾学校聴覚障害支援センターのいろいろな活動を紹介します！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大好きなドラマを通して勉強を

しています！ 

子どもの好きなドラマを取り上げ、わかりや

すく内容を話したり、文章にしたりする活動を

通して言語力を育んでいます。伝わっていない

と感じたときに、自分から言葉を言い換えわか

りやすく伝えようとする姿が見られるように

なってきました。 

大好きなことを生き生きと話し、楽しみ 

ながら取り組むことができて 

います！ 

楽しく発音練習をしています！ 

口や舌を動かす体操やお菓子を使って

舌の運動をしています。好きなお菓子だと

やる気もでます。上手に舌を動かせるまで

何度も繰り返し挑戦しています。 

 発音すごろくやおもちゃを使った呼気

の練習も大好きです。遊びながら、楽しく

発音練習に取り組んでいます。 

 

グループ交流をしました！ 

幼稚部の時の同級生３人でそれぞれやり

たいゲームやクイズなどを考えて交流会を

開きました。グループトークでは、カード

を引いて「授業の中で困ることが多い教科

は？」「聞こえにくいときはどうしてる？」

などテーマに沿って話しをしました。友達

の意見に共感したり、自分の経験を伝えた

りして、普段はなかなか言えない本音を話

す様子が見られました。 

 自分の吃音バロメータを 

チェックしています！ 

吃音による困難さが目で見て分かるよう、 

ブロックを使ってバロメータチェックをして

います。吃音の強弱、本人の受け止め方、周り

の受け止め方に点数をつけ、ブロックを並べて

立体モデルを作ります。 

「コミュニケーションの困難さは自分だけが原

因じゃない」「周りに分かってもらえればもっ

と楽になるんだ」など、吃音の受け止め方や、

状況を改善するためのアプローチ方法を考える

きっかけになっています。 

入学試験に向けて合理的配慮の

申請が始まりました！ 
入試先に個別相談やメール等で申請方法

を問い合わせたり、担任の先生に合理的配慮

の内容を相談したり書類作成のお願いをし

たりと、勉強にプラスして手続きを進めてい

ます。 

これまで在籍校でお願いしてきた配慮か

ら必要な配慮を申請する流れです。この申

請も自分の目標に向けてベストを尽くすこ

との１つになります。 



 

 

１１月２２日、群馬県総合教育センターにて難聴学級の担任の先生と通級指導教室の先生方を対象に、

研修を行いました。お忙しい中、ご参加いただいた先生方、ありがとうございました。今回の研修では、

参加されている先生方が日頃行っている実践等の紹介もさせていただきました。 

手立てや取り組みによって、どのような子どもたちの成長が見られたのか、また、今後の課題としてど

んなことがあげられるのかなどを共有する事ができ、新たな学びとなりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

難聴や言語障がいをもつ児童生徒の在籍がなくても、 

聞こえについてや構音、吃音についての研修を行うことができます。 

児童や生徒対象だけではなく、先生方を対象に行うこともできます。 

詳しくは、群馬県立聾学校聴覚障害支援センターのＨＰのチラシを 

ご覧ください。 

 

 

体調が崩れやすい時期になりました。 

体調が悪いときは無理をせず、過ごしてください。 

また、所属学級や学年などが学級・学年閉鎖の場合は、通級・教育相談も 

欠席していただくようお願いいたします。 

聾学校の通級や教育相談を欠席する場合は、群馬県立聾学校地域支援部までご連絡ください。 

「聞こえにくいこともある」ことを理解してもらうことが大切。 

通級で外国語の予習のやり方や勉強のやり方を児童・生徒と学んだ。そうすることで、子ども

たちは、自分で勉強や予習をすることができ、授業での困り感が減った。 

子どもの言いたいことから言葉を増やすよう心がけている。 

「人工内耳やマイクがあれば聞き取れる」ではない。 

本人は「聞き取れる」と思っている。しかし、「聞き取れている」つもりで 

「聞き漏らしがあっても気付かない」ことがある。 

児童・生徒が安心して過ごせる場所を作る。 

 
先生方の取り組みや課題 

子どもの言いたいことを整理し文章で伝えていく。また言いたいことを確認する。 

 
おしらせ 


